
学校法人東北学院（以下「本院」という）の 2021 年度事業報告及び決算は、監事監査を

経て、2022 年 5 月 26 日開催の理事会及び評議員会に報告・承認された。なお、詳細はホー

ムページ掲載の『事業報告書』を参照されたい。 

Ⅰ 事業報告 

常任理事（総務担当） 阿部 重樹 

2021 年度に実施した主な事業の概要について、次のとおり説明致します。 

一、学校法人部門 

2021年度は、「TG Grand Vision 150 第Ⅱ期中期計画（2021～2025年度）」の初年度とな

った。従来の第Ⅰ期中期計画と大きく異なる点の一つに、法人および各設置学校の将来像を

明確化し、その実現に向けてさらに厳格な進捗管理が可能となるよう、年次ごとに数値目標

（ＫＰＩ）を設定したことがあり、これによって多くの事業計画がおおむね順調に進行してい

ると判断された。 

次に、本法人の将来を委ねる最も重要な事業である「東北学院大学キャンパス整備計画（大

学アーバンキャンパス計画）」についてである。第Ⅱ期計画として五橋キャンパスの建設が本

年9月30日の竣工に向けて順調に進捗している。併せて、五橋キャンパスの開学に向けて法

人・大学の事務組織改編を行い、これにより土樋・多賀城・泉の3キャンパス体制の大学事務

組織が、2023年4月に土樋・五橋キャンパスに集約され、新たな体制へと転換することにな

る。また、第Ⅲ期計画として土樋キャンパス整備計画を資金計画とともに策定した。 

次に、TG Identity（アイデンティティ）の確立と本院のブランド力の向上に向けて、各設

置学校と連携しながら広報の一元化を目指している。特に2021年3月に制定したスクールモ

ットー「ＬＩＦＥ ＬＩＧＨＴ ＬＯＶＥ」の浸透を図るとともに、ホームページや新聞広告、

各種印刷物に明示するなどして取り組んでいる。 

また、学校法人運営に関するガバナンスコードの制定では、その遵守状況を検証した点検・

評価結果を2022年3月14日に本院ホームページで公表した。 

新型コロナウイルス感染症への対応については、行政の危機レベルの変更に迅速に対応し、

設置学校ごとの特性に応じた適切な感染防止策を講じたことにより、弾力的に授業および各

種行事の継続を図りながら、設置学校内でのクラスターの発生には至らなかった。 

※決算の概要については、「2021年度事業報告書」の「Ⅲ.財務の概要」をご参照下さい。 



二、大学部門 

大学では、教育・研究活動の土樋・五橋キャンパス一体運用を可能とするキャンパス整備

を進めるとともに、教育ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進に積極的に取り

組んでいる。導入から2年目を迎えるＢＹＯＤ（Bring Your Own Device）は、多様な授業形

態・方法を可能にし、ＬＭＳ（ラーニング・マネジメント・システム）のmanaba course（マ

ナバ・コース）とともに、各学部における遠隔授業や対面授業の場で積極的に活用されてい

る。さらに、学習成果を可視化するためのe-portfolioシステムと併せた運用に向けて教職員

と学生への周知が大きく前進した。 

また、教学組織改編の一つの柱である教養教育改革の中心となる教学組織として、全学教

育機構と教養教育センターを設置した。これらの組織により、専門教育との有機的な接続を

図りながら教養教育がさらに充実したものとなる。教学組織改編のもう一つの柱である新学

部学科の設置については、昨年度末に五橋キャンパスの概要説明とともに、設置構想中とし

て四学部五学科の届出による設置計画を内容とする記者発表会を開催した。 

学生支援体制の整備として奨学金制度の見直しを行い、これにより退学者の減少を図ると

ともに、学業成績に基づく特待生・優等生制度を充実させて学生の学業志向を促した。就職

支援体制の強化も行い、コロナ禍でも前年度を上回る就職率となった。 

 

 

三、中学校・高等学校部門 

中学・高等学校では、「未来学力」をキーワードとした共学化をはじめとする学校改革を推

進し、併せてオープンスクールや学校説明会のあり方を見直して満足度の向上を図ったり、

小学校や中学校、学習塾への訪問機会を増やすなど広報活動にも積極的に取り組んだ結果、

中学校と高等学校ともに志願者数が大幅に増加した。 

学校改革に向けて、ソフト面では教職員の意識改革や授業力向上のためのさまざまな研修

会を実施した。また、ハード面については、共学化により女子生徒を受け入れるに当たり、

女子用のトイレや更衣室、部室などを設置し、通学路の安全対策などの整備を行った。 

2021 年度の高等学校の報告として特筆すべきことに、硬式野球部が創部 50 年目にして初

の甲子園、第 103 回全国高等学校野球選手権大会に出場したことが挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 



四、榴ケ岡高等学校部門 

2021年度は特別進学コース、総合進学コース、ＴＧ選抜コースという3つのコース制導入

の完成年度であったが、コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、それぞれに特色ある

教育活動の展開が前年度と同様に大きく制約されることとなった。しかしその反面、学校行

事については、生徒とともに考え工夫を凝らして取り組んだ成果として、内容の変更はあっ

たものの全て実施することができた。 

榴ケ岡高等学校においては、大学の泉キャンパスに隣接という地の利を生かして、大学と

密着した高大連携事業をより積極的に進めた。コース制 1 期生となる 3 年生について、特に

ＴＧ選抜コースにおいては、英語検定などの資格取得を推薦条件に取り入れたことから、ほ

とんどの生徒が英語検定準 2 級以上を取得して、東北学院大学への進学を達成した。 

 

 

五、幼稚園部門 

新型コロナウイルスの感染拡大状況もあり、制約を受けざるを得ない面もあったが、2021

年度の経験を踏まえて感染防止対策を十分に行った上で、可能な限り体験教育を取り入れた

教育活動を実施し、また、大きな行事についてはほぼ例年どおりに行うことができた。2022

年 4 月の「子ども・子育て支援新制度施設型給付幼稚園」への移行に向けて、規程の制定や

改正などの準備を進め、2021 年度内に無事申請を終えた。2022 年度の幼稚園はこうした新

たな取り組みを踏まえた転換期となる 1 年になるが、教育内容については建学の精神に基づ

くキリスト教教育の実践を堅持しながら、運営に当たっての助成が私学助成によるものから

県市町村によるものに移行するため、従来以上に多賀城市や地域社会と連携して活動してい

くことになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ 決算報告 

常任理事（財務担当） 鈴木 勇 

 

私立学校を取り巻く経営環境が厳しさを増す中、本院は、教育研究機関としての社会的使

命を果たすとともに、「TG Grand Vision 150 第Ⅱ期中期計画（2021～2025年度）」および

「東北学院総合キャンパス整備計画」の中心となる「東北学院大学キャンパス整備計画（大学

アーバンキャンパス計画）」に基づく事業を着実に遂行しつつ、「東北学院中期財政フレーム

第Ⅳ期（2020年度～2025年度）」に従い、各事業を支える強固な財政基盤を確立することが

できました。 

さらに、中等教育部門では新時代にふさわしい未来型の教育改革が計画され、幼稚園部門

では運営体制を刷新する新たな取り組みが予定されるなど、将来に向けた準備が着々と進め

られていることから、これらの諸事業を円滑に推進するための財源確保に重きを置いた財政

運営を行って参りました。 

教学面では、依然として収束の兆しがない新型コロナウイルス感染症によるさまざまな影

響（以下、「コロナ禍」という）への対応として、（1）緊急給付奨学金制度を活用した経済的

支援、（2）遠隔授業の実施に向けたノートパソコンおよびルーターなどの無償貸与による学

修環境（通信環境）への支援など、教育研究を円滑に実行するために必要な財政措置を重点

的に行いました。 

また、学校法人全体の事業計画にあっても最重要課題と位置付けられた東北学院大学キャ

ンパス整備計画（大学アーバンキャンパス計画）については、（1）移転コンサルタントによ

る聞き取り調査、（2）新キャンパスに設置される備品の調達計画の推進と開設準備に必要な

財政措置にも十分な配慮を行いました。 

関係各位のご支援とご協力に感謝申し上げます。 

2021 年度の決算について、次のとおり報告致します。 

 

【事業活動収支計算書】 

事業活動収支計算書において、当年度収支差額は、補正予算に対し、支出超過が約5億9,514

万円改善したものの、法人全体では約86億8,138万円の支出超過となった。「東北学院総合キ

ャンパス整備計画」をはじめ本院の事業活動は計画に基づき着実に実行されている。 

〈教育活動収支〉 

まず、教育活動収支について、教育活動収入計は、補正予算に比べて約1億8,123万円増の

約179億3,378万円となった。 

教育活動収入の中で最も大きな割合を占める学生生徒等納付金は、補正予算に比べて約

889万円増の約143億4,937万円となった。これは主に、大学部門における在籍学生数が補正

予算で見込んだ数を上回ったことによるものである。 

 



手数料は、主に大学部門および中学校・高等学校部門において、補正予算編成時に想定し

た志願者数を大きく上回ったことにより、補正予算に比べて約7,143万円の増となった。 

寄付金は、主に現物寄付の増により、補正予算に比べて約3,828万円増の約2億7,829万円と

なった。 

経常費等補助金は、主に大学部門の私立大学等経常費補助金について、予算編成時に見込

んだ補助金算定に係る増減率が上回ったことにより、補正予算に比べて約2,477万円の増と

なった。 

雑収入は、主に2021年2月に発生した福島県沖地震の被害に対する損害保険金収入の増な

どにより、補正予算に対して約4,584万円増の約5億6,733万円となった。 

また、教育活動支出計は、補正予算に比べて約2億5,677万円減の約156億5,403万円となった。  

教育活動支出の中で最も大きな割合を占める人件費は、主に大学部門の教員人件費の増に

より、補正予算と比べて約2,104万円増の約89億2,348万円となった。 

教育研究経費は、補正予算編成の段階で、コロナ禍においても教育・研究に係る施策が滞

りなく推進できるよう、財政的な裏付けとなる予算措置に努めたものの、コロナ禍に起因す

る諸事業への抑制作用が生じたことにより、教育研究経費の各科目において執行残が生じた

結果、補正予算に比べて約1億9,790万円減の約53億2,689万円となった。 

管理経費も同様の理由により、補正予算に比べて約8,020万円減の約14億338万円となった。 

その結果、教育活動収支差額は、補正予算と比べて約4億3,800万円増の約22億7,975万円

の収入超過となった。 

〈教育活動外収支〉 

教育活動外収支差額は、ほぼ補正予算どおりとなった。 

〈経常収支差額〉 

教育活動収支差額と教育活動外収支差額を合わせた経常収支差額は、補正予算に比べて約

4億4,270万円増の約24億2,421万円の収入超過となった。 

〈特別収支〉 

特別収支について、特別収入計は補正予算と比べて約828万円増の約3,717万円となった。

これは主に、大学部門での現物寄付の増によるものである。 

特別支出計は、補正予算に比べて約5,684万円増の約7,767万円となった。これは主に、大

学部門での教育研究用機器備品などの除却による資産処分差額の増によるものである。 

〈基本金組入前当年度収支差額〉 

基本金組入前当年度収支差額は、補正予算に比べて約3億9,414万円増の約23億8,370万円

の収入超過となった。 

〈基本金組入額合計〉 

基本金組入額合計は、補正予算に比べて約2億101万円減の約110億6,508万円となった。 

 

 



〈当年度収支差額〉 

当年度収支差額は、補正予算に比べて約5億9,514万円支出超過が改善するものの、全体と

しては約86億8,138万円の支出超過となった。 

〈翌年度繰越収支差額〉 

2021年度決算において、累積の収支を示す翌年度繰越収支差額は、当年度収支差額の改善

分がそのまま反映されるものの、法人全体では前年度繰越収支差額の約101億5,042万円から

さらに悪化し、約187億9,020万円の支出超過となった。 

 

【資金収支計算書】 

資金収支計算書における翌年度繰越支払資金について、補正予算に比べて約 36 億 7,319

万円増の約 140 億 8,721 万円となった。これは主に、資金運用計画に基づく運用資産から支

払資金への振替などによるものである。 

 

【収益事業会計】 

本院の会計は、学校法人会計と収益事業会計に区分している。学校法人東北学院寄附行為

第34条第3項に従い、収益事業会計の決算上生じた利益金は、その一部または全部を学校会

計に繰り入れている。2021年度に学校会計に繰り入れた金額は約1,689万円である。 

 

 

以上、本院は、2021年度の決算において、概ね補正予算に基づく適正な財政運営を実現す

ることができた。よって、本院は引き続き「TG Grand Vision 150」をはじめとした事業計

画の実現と、本院の永続性を担保する安定的な財政基盤を保持している。 

 

学校法人東北学院は、その使命実現に向けて、「定員管理の厳格化」や18歳人口の減少に伴

う学生数の減少が想定される状況にあって、さらなる収入の安定化を図るとともに、「TG 

Grand Vision 150」をはじめとした経営計画および「東北学院版『骨太の方針』（2018～2025

年度）」などの中長期財政計画に基づく「東北学院中期財政フレーム第Ⅳ期（2020年度～2025

年度）」に従い、経営資源投入の選択と集中を一層推し進める所存です。 

今後とも、関係各位のご理解とご支援を心からお願い申し上げます。 
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